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新幹線開業
西口広場完成

上り線高架ホーム

上り線仮ホーム

下り線仮ホーム

豊肥線仮ホーム
下り線高架計画区域

東口広場計画区域

至 博多

熊熊 本本 駅駅 新幹線開業時イメージ図新幹線開業時イメージ図
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〇整備路線 ： ６路線（平成１３年３月都市計画決定）

・県整備路線 ３路線（熊本駅北部線②、熊本駅城山線③、春日池上線④⑤⑥）

・市整備路線 ３路線（田崎春日線⑦、熊本駅西口線⑩、熊本駅南線⑧⑨）

〇事業実施状況 ： 連立事業完成までの全線整備を目指し、順次事業実施中。

〔位置図〕

熊本駅城山線（電車通り）

熊本駅周辺地域の都市計画道路整備熊本駅周辺地域の都市計画道路整備
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○広場面積 ： 東口広場（既存+拡大）14,200㎡ 西口広場（新設）5,700㎡

○事業完了目標 ： 新幹線駅舎（鉄道･運輸機構） 平成２２年度頃

西口駅前広場（熊本市） 平成２２年度頃

在来線駅舎（ＪＲ九州） 平成２８年度頃

東口駅前広場（熊本県） 平成３０年度頃

※事業主体や整備時期の異なる駅舎・駅前広場の整備手法等について関係機関で協議中

〔東口駅前広場イメージパース〕 〔西口駅前広場イメージパース〕

新駅舎及び東西駅前広場の整備計画新駅舎及び東西駅前広場の整備計画
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〇区域面積 ： １８．１ｈａ

〇総事業費 ： 約２８３億円

〇事業期間 ： 平成１３年度～平成２８年度

〇事業実施状況

①公共用地先行取得 ： 平成１３～１５年度

②換地設計 ： 平成１４～１６年度

③建物移転・道路築造・宅地造成など ： 平成１７～２８年度

地区内を１０ブロック程度に分割し、順次、整備予定 西口駅前広場を新幹線開業前までに整備

〔設計図〕

熊本駅西土地区画整理事業（熊本市）熊本駅西土地区画整理事業（熊本市）
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熊本市で初めての市街地再開発事業、（第１種組合施行）

Ｓ５６準備組合設立、以後６年半後に組合設立、平成4年竣工。組合解散までに１３年間

ホテル運営会社：熊本駅前ビル株式会社

ニューオータニは運営指導

熊本駅前北地区（約0.5ｈ
ａ）

熊本駅北地区第熊本駅北地区第11種市街地再開発事業（組合）種市街地再開発事業（組合）

-15-



〔位置図〕

熊本駅

〇地区面積 ： 約１．４ｈａ

〇準備組合設立 ： 平成５年 （地権者数 ２２名）

○事業完了目標 ： 平成２２年度

〇現 状 ： 経済情勢の悪化により、民間企業の事業参加意欲が低下しており

事業化が厳しい状況。

○熊本市の対応 ： 平成１０年に鉄道郵便局用地を取得し一地権者となる。

市の公共施設（１０，０００㎡程度）を導入予定。

○今後の方針 ： 公共施設の内容決定に併せた事業フレームの再構築を行うとともに

地権者の合意形成に向けた取り組みを行い、民間企業の誘致を図る。

熊本駅東A地区
（約1.4ha）

〔イメージパース〕

熊本駅東Ａ地区市街地再開発事業（組合）熊本駅東Ａ地区市街地再開発事業（組合）
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合同庁舎予定地

〔イメージパース〕

熊本駅

〔位置図〕

○目 的
・現合同庁舎の老朽、狭隘解消による行政サービスの向上
・副都心である熊本駅周辺地区への都市機能の集積への貢献

〇敷地面積 ： 約２．５ｈａ

〇建築規模 ： 約５４，０００㎡（予定）

熊本合同庁舎の移転（九州地方整備局）熊本合同庁舎の移転（九州地方整備局）
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整備イメージパース整備イメージパース
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